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市民風車の取組み 
◇累計14基 21,750kWに到達（2012年3月） 

◇年間一般家庭約1万4,000世分の電力を発電（発電量予想5150万kWh/年） 

◇約3万5,000t-CO2の削減効果(火力発電所排出係数：0.00069t-CO2） 



2001年（990kW） 

2003年（3基3990kW） 

2005年（5基7140kW） 

わんず（青森県）    天風丸（秋田県） 

2006年（9基12640kW） 左：かりんぷう（北海道） 
右：かぜるちゃん（北海道） 

左上：「まぐるん」ちゃん（青森県） 右上：かざみ（千葉県） 
左下：竿太朗（秋田県） 右下：風こまち（秋田県） 

｢はまかぜ」ちゃん（北海道） 

 2008年 
（11基15790kW） 
かなみちゃん（北海道） 

市民風車年表 
（2012年4月現在） 
累計の設備容量/基数を表示 

 2010年（12基17770kW） 
のとりん（石川県） 

 2012年（14基21750kW） 

なみまる（茨城県）  

2007年 
（10基14140kW） 

左：夢風（秋田県）右：風民（秋田県） 

２０１３年以降 

計画策定中 
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「はまかぜ」ちゃん（北海道浜頓別町） 

運転開始：２００１年９月 

・風車メーカ：ＢＯＮＵＳ社（デンマーク） 

・発電容量：990ｋＷ                   

・予想発電量：約280万kWh （約900世帯相当） 

・総事業費：約2億円 

・市民出資：1億4150万円 

【名付け親】 鈴木 陽香さん 斜内小学校５年 
       滝口 遼太くん 浜頓別小学校６年 
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天風丸（秋田県潟上市） 

・発電容量 ：ドイツ REpower社、1,500kW                   

・予想発電量：約300万kWh （約1000世帯相
当） 

・総事業費 ：約3.8億円 

・市民出資 ：1億920万円 

２００３年３月 
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子供の未来にプレゼント 

笑顔が集う｢市民風車｣ 

私の風車、ステキでしょ 

全国各地から、市民風車の下に集結！ 
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市民風車の成果 

                          

・地域・市民の参加によるファイナンススキームを組成できた 
・市民出資による資金調達実績（約24億円、約4千人）と 
 「My風車」の実現 
・2～2.5％の利益分配を維持してきた 
・利益の社会的共有化と社会的受容性 
                                

【写真：鯵ヶ沢町特産品毛豆の販売】 
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市民出資ファンドの目的 

○資金調達の手段か？ 

○地域・市民の参加、還元の手段か？ 
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・これまでオール市民ファンドで市民風車の資金調達をおこなってきた。裏を返せば金融   
 機関の融資が受けられなかったからでもある。 
・FIT導入により設備導入補助金制度が廃止された 
・装置産業である再エネ事業は、ファイナンス面からも大手事業者しか取組めない分野   
 だった比較的小規模なプロジェクトであれば、地元中小事業者のコーポレートで調達で 

 きる範囲であれば実現可能ではあるが、小規模ゆえに利益は小さい 

・地域を主体とした再エネ事業を促進し、適切な利益を得つつ持続可能な経営と継続性 

 を達成するためには、地域金融によるプロジェクトファイナンスの組成が必要不可欠 

・しかし地域金融機関は再エネ融資の経験がなく、またメガバンク等のFAコストも安くない 
 
 
 
・今後地域エネルギー事業の面的、規模的拡大と継続的発展にとっては、地域の金融機 
 関によるプロジェクトファイナンス（的）と地域・市民の事業参加、利益の還元を目的とし  
 た市民出資によるストラクチャー構築が望ましいといえる。 
                                                            
              

１．市民風車ファンドと地域金融の現状 
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＊金融機関によるこれまでのプロファイの現状 
                                                          

 ・リーマンショック以降のプロファイマーケットの緊縮 
 ・既存事業の実績悪化（自治体事業と一部の民間事業） 
 ・金融機関の自己資本比率 
 ・地銀、信金等の関心の低さと審査経験の不足 
                      
 
                                          

＊プロファイの組成要件 
                                                          

 ・保守的な事業計画と良好な事業経済性 
 ・高いファイナンスコスト（Due diligence業務、リーガルコスト、諸契約・質権設定等 ） 
 ・事業主体の信用力とスポンサーサポート 
 ・事業主体の操業保守スキル 
 ・事業主体の信用力を補う操業継続要件 
 ・風車の購入（保証）条件 
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・事業規模と金融機関のプロファイ組成コスト 

・エクイティの割合とLTV比率 

・ファンド運用期間と金融機関の優先劣後 

・不特定多数の地域市民出資と金融機関のレピュテーション・リスク 

・ファイナンスクローズと建中ローン 

・（風力）操業保守管理能力と予算計画 

・スポンサーサポートの場合の経営指導念書等の表明保証と社内意思決定リスク 

２．市民ファンドと地域金融との協業の課題 

＊あったらなお良い公的な仕組み 
                                                     

・標準契約書の作成に対する公的支援 
・メガバンク等による地域金融へのFA業務に対する公的助成支援 

・都道府県の信用保証協会による債務保証（秋田県等で実績） 
・国などがマザーファンドを組成し、地域でのファイナンスとマッチングすることによる 

 実質的なスポンサー機能（農水省の6次産業化ファンドのイメージ） 

 

⇒地域金融によるシニアDebtの安全度を高めるところからスタートし、経験を積んでいく 

  シナリオが必要では                                                            


